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　ੈքҨ࢈とは、「ݦ著なීว的価஋」をもͭݐ଄物やҨ੻、ܠ観、自વを

します。ですが、す΂ての人にとͬࢦ て「ݦ著なීว的価஋」を༗するର৅

がありうるのでしΐうか。本ষでは、ଟ文化主義を国のج本方਑としているカ

φμにおけるੈք文化Ҩ࢈を取り上げて、この໰୊にͭいて͑ߟています。

　北米大཮にはもともとઌॅຽが฻らしていましたが、ۙ ੈ以߱ϑϥンεと

イΪϦεによるೖ২が行Θれ、ࡏݱのカφμはଟ༷なຽ଒・ݴ語がڞଘする

国Ոとなͬ ています。そのような国では、ੈ քҨొ࢈࿥をめ͙ てͬどうしても

価஋観のͤめ͗߹いが生͡ ます。

　ྫ͑͹ϑϥンε২ຽ஍࣌୅の໘Өを৭ೱく࢒す「έϕッΫچ市֗のྺ࢙

஍۠」は、Ϣネείによれ͹「Ϥーϩッύ人のアメϦカ΁のೖ২におけるॏཁ

なஈ֊」をࣔす、「ཁ࠹化された২ຽ౎市のྫ֎的なྫࣄ」であるとされて

います。しかし、これはઌॅຽのݖར

をແࢹした主ுであり、またイΪϦε

২ຽ者のࠩܥ২ຽ者とϑϥンεܥ

ҟをফしڈΖうとする੓治的ҙ図が

આとしてղऍすることݴめられたࠐ

もできます。

　さらに、イΪϦε܉がアメϦカ߹ऺ国とのઓ૪にඋ͑てट౎Φタϫに開࡟

した「ϦドーӡՏ」は、「人ྨのྺ࢙におけるॏཁなஈ֊、すなΘち北米大཮

໨的でར༻されたʜʜӡՏの実ྫ」とࣄ܉഑のためのઓいに関連するࢧ

されています。ここでも、やはり౔஍を௥Θれたઌॅຽのଘࡏがྀߟされて

いるようには͑ࢥまͤん。また、英米間の関係を人ྨのྺ࢙におけるॏཁな

ஈ֊とݴい੾ͬてしまͬ ている点にもҧ࿨感を感͡ ます。そもそも、ࣄ܉໨

的でݐઃされたӡՏをশࢍしてしまͬ てྑいものなのでしΐうか。

　このように、「έϕッΫچ市֗のྺ࢙஍۠」や「ϦドーӡՏ」に価஋をݟ出

ͤるのは、実はカφμ国ຽの一部にա͗まͤん。その΄かの஍Ҭにͭいて

も、ੈ քҨ࢈が特定の人ʑにとͬ て౎߹のྑい「ྺ࢙の੾りൈき」になͬ て

いないか、ࢲたちは൷൑的なࢹ点をৗにͭ࣋必ཁがあるのです。

6第章
執筆　人文学部英米文化学科　准教授　仲丸 英起

ଟ文Խओٛࣾձʹ͓ Δ͚ʮݦஶͳීวతՁ஋ʯ
ᴷΧφμのੈք文ԽҨ๊͕࢈ Δ͑ࠔ೉ᴷ

Φλϫᮙ໳ γλσϧͷೖ৓ޱ ੈքҨ࢈౎ߏػࢢ΁ͷέϕοΫͷ
೦͢Δ໏จهΛݙߩ

　2018ɻ 19 年౓にかけて北海学園大学の学術研究ॿ成を受けて行ͬた

とはԿか─さま͟࢈の成果が、『ੈքҨۀಉ作ڞ まな「物語」を読みղく』（マ

イφϏ出൛、2020年）です。本書は、஍Ҭ的にも࣌୅的にも෼໺・方法的に

も、人文学部の教員のଟ༷ੑを೗実に表すものであるとಉ࣌に、その「ҧい」

が૬ޓ作༻をҾきىこした݁果、ੈքҨ࢈を୯७にૉ੖らしいものとみなす

のではなく、そのҙ義を立体的にݟ௚すためのガイドブッΫになͬ ています。

　ੈքҨ࢈のީิはどのようにબ͹れるのか、ੈքҨ࢈になるためにはʗ

なͬた後のઆ໌ではどのようなັྗがڧௐされるのか、それ以֎に஌る΂

きことはないのか、など、ੈ քҨ࢈のޫとӨに౿みࠐΉことで、それͧれの

Ҩ࢈が࣋ 。をより深く理ղできるようになるでしΐう「著なීว的価஋ݦͭ」

　以下で紹介する3ͭのষでは、ੈքҨ࢈の「ීว的価஋」とは本౰にそ

の஍Ҭのす΂ての人にとͬ ての価஋なのか、Ϟノではなくίトとしての（ͭま

り生きている）ແܗの文化Ҩ࢈をอޢするにはどうしたらいいのか、日本の

ੈքҨ࢈（日本にあるけれどもੈք中の人にとͬ てوॏなもの）にͭいての

情報はどのような英語でੈքに޲かͬて発信されているのか、という、ੈ ք

Ҩ࢈に関する一ൠ的なٞ論では΄とんど取り上げ

られることのない、しかし、ඇৗにॏཁな໰୊ఏى

がなされています。

　ੈքҨ࢈は、Ғい人がܾめて、ࢲたちはそれを

ありがたがͬてݟるだけ、というものではありまͤ

ん。人ྨのڞ༗࢈ࡒなのですから、ࢲたち自਎も、

その価஋をݟ極め、それを自෼のݴ༿で語り、次の

ੈ୅に受け౉す໾ׂの一୺を୲ͬています。Կが

できるか、Կをす΂きか、一ॹに͑ߟてみまͤんか。

ʮੈքҨ࢈ʯのଟ༷ͳ࢟�ᴷᴷ
目に見えることと、目を凝らすべきこと
ʮੈքҨ࢈ʯʮੈքҨ࢈ʯ
特集

情報はどのような英語でੈքに޲かͬて発信されているのか、という、ੈ ք情報はどのような英語でੈքに޲かͬて発信されているのか、という、ੈ ք情報はどのような英語でੈքに޲かͬて発信されているのか、という、ੈ ք

Ҩ࢈に関する一ൠ的なٞ論では΄とんど取り上げ

られることのない、しかし、ඇৗにॏཁな໰୊ఏى

　ੈքҨ࢈は、Ғい人がܾめて、ࢲたちはそれを

ありがたがͬてݟるだけ、というものではありまͤ

ん。人ྨのڞ༗࢈ࡒなのですから、ࢲたち自਎も、

その価஋をݟ極め、それを自෼のݴ༿で語り、次の

ੈ୅に受け౉す໾ׂの一୺を୲ͬています。Կが

できるか、Կをす΂きか、一ॹに͑ߟてみまͤんか。

共同研究代表　人文学部英米文化学科　教授　大森 一輝
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があ࢈を߹Θͤ、23のੈքҨ（4）࢈と自વҨ（19）࢈日本には文化Ҩ、ࡏݱ　

ります。この5月には、「Ԅඒ大島、ಙ೭島、ԭೄ島北部ٴび੢表島」のੈքҨ࢈

ొ࿥に޲けたχューεもありました。教育や文化のৼڵを通͡ てઓ૪の൵ܶを

りฦさないことを理念とする「国際連߹教育科学文化機関」（6/&4$0）に܁

よͬ てࢦ定されるੈքҨ࢈は、「人ྨにとͬ てݦ著なීว的価஋をͭ࣋஍ٿ上

にある৔所（QlBDeT�oO�&BSUI�UIBU�BSe�oG�oVUTUBOEJOH�VOJWeSTBl�WBlVe�

Uo�IVNBOJUZ）」であるとされていています。そのීว的価஋にͭいて情報をڞ

༗するときにࢲたちは༷ʑなݴ語を༻います。この研究では、日本のੈքҨ࢈

を英語で紹介する΢Σブαイトからίーύε（෼ੳを໨的としたテΩεトデータの

૯体）をߏஙし、その語ኮを୯語、定ܕ表ݱ（ෳ数語۟のまとまり）から෼ੳし、ど

のような英語を਎にͭける΂きかを࡯ߟしました。

　୯語では、名ࢺ、動ࢺは学習のॳڃஈ֊から上ڃஈ֊まで広いൣғでੈք

Ҩ࢈の情報を表すために必ཁな語があることを֬ೝしました。一方、ܗ容ࢺ、

෭ࢺでは上ڃஈ֊になͬ て学Ϳ、ੈ ք

Ҩ࢈記ड़に特༗とࢥΘれる語をଟく༻

いる必ཁがあることを֬ೝしました。定

ී、の෼ੳではݱ表ܕ ว的な価஋を

表すために必ཁな߲໨とݸ別のੈք

Ҩ࢈のઆ໌に必ཁな߲໨にͭいて、名

ࢺ容ܗ、۟ࢺ動、۟ࢺ ・۟෭۟ࢺをස౓ॱで、その࢖༻ྫとともに֬ೝしまし

た。その۩体ྫにͭいては、書੶で֬ೝいただけれ͹޾いです。

　ௐ査を通͡ て֬ೝされたのは、ݴ語とは別に、ࢲたちにとͬ て਎ۙな文化、ྺ

ことのॏཁੑでͭ࣋にͭいて、内容としての஌ࣝを࢈自વに関ΘるੈքҨ、࢙

した。ඣ࿏৓の別名であるന࡝৓のγϥαΪ（XIJUe�IeSoO）をઆ໌するには、そ

のݐஙのྺ࢙、立஍、पғの自વにͭいての஌ࣝが必ཁになります。໌ 治日本

のֵ໋ۀ࢈Ҩ࢈の൓ࣹ࿍（SeWeSbeSBUoSZ�GVSOBDe）をઆ໌するには、੢༸から

༹ղ࿍が఻Θͬ たྺ࢙やその技術に関する஌ࣝもॏཁでしΐう。英語を学Ϳࢹ

点からからは、こうした内容の஌ࣝを学んでいる英語で受信（インϓット）し、その

情報を発信（ア΢トϓット）し、やりとり（インタϥΫγϣン）をしながらීว的な価஋

のอޢにͭいて情報をڞ༗していくことが今後、ますますॏཁになるとߟ ら͑れ

ます。

9第章
執筆　人文学部英米文化学科　教授　田中 洋也

೔ຊのੈքҨ࢈Λ఻ Δ͑ӳޠޠኮɾఆܕදݱ
ᴷӳޠの学ͼのࢹ఺͔Βᴷ

　本ষでは、ແܗ文化Ҩ࢈をテーマに文化理ղの໰୊、఻౷文化とݱ୅の

文化を݁びͭけることのॏཁੑ、およびແܗ文化Ҩ࢈の࣋続可能な開発

にͭいて取り上げています。ແܗ文化Ҩ࢈には、自વとӉ஦に関Θる஌ ・ࣝ

技術・実ફ、ޱ಄による఻ঝと表ݱ、ܳ 能と఻౷ܳ޻がؚまれます。ྫ ͑͹、

Վ෣بはϢネείの公ࣜແܗ文化Ҩ࢈Ϧεトに࠷ॳにొ࿥された日本の

෣୆ܳ術です。

　す΂てのੈք文化Ҩ࢈のϓϩジΣΫトの֩৺にあるのは、文化が࣌を経

てもଘ続するためにはอޢが必ཁであるという͑ߟ方です。ܹٸなάϩー

όϦゼーγϣンに௚໘するݱ୅において、ੈ ք中でଟくの国ʑとίミュχテΟ

が࣌୅のม化を経験する中で、自෼たちの文化Ҩ࢈のফ໓にରするة機

感を࣋ てͬいます。この文化Ҩ࢈をめ͙ る໰୊のղܾに޲けて、Ϣネείは

2003年にແܗ文化Ҩ࢈のอޢに関する৚໿を࠾୒し、2006年に発ޮす

ることとなりました。ࡏݱ、日本をؚめて174の国がక໿国となͬ ています。

　本ষは文化とはԿか、という໰いから࢝まります。別のݴい方をすると、༗

、る際に͑ߟするためのޮ果的な方法をޢをอ࢈の文化Ҩܗおよびແܗ

るかという͑ߟする΂きであるとޢたちはどのような「Ϟノ」や「ίト」をอࢲ

໰いになります。これらの໰いに౴͑ることで、これまでにϢネείにおいて

より広い文຺の中で交Θされてきたແܗ文化Ҩ࢈とその他のੈքҨ࢈ϓ

ϩジΣΫトに関するٞ論を੔理することができます。このষでは、ແܗ文化

Ҩ࢈อޢઓུをઆ し໌ており、そのઓུのଟくはແܗ文化Ҩ࢈อޢと࣋続

可能な開発のアϓϩーνとのີۓな関係の上に成り立 てͬいます。これらの

ઓུをݕ౼することを通して、ແܗ文化Ҩ࢈の所༗ݖと঎ۀ化をؚΉແܗ

文化Ҩ࢈のٞ論に関する೉しい໰୊も໌らかにしていきます。そして、࠷後

にࡏݱ公ࣜにແܗ文化Ҩ࢈Ϧεトにొ࿥されている日本文化を紹介し、文

化Ҩ࢈อޢの新しい可能ੑも しࣔています。ྫ ͑͹、ݱ୅Վ෣بはݱ୅日

本のϙッϓ・カルνϟーを༥߹さͤ、ੈ ք的に༗名なগ年೜者を主人公とし

たອ画「φルト」を上演し、޷評をಘました。これは、日本の఻౷的な文化を

୅の人ʑの生活にとͬݱ て

ҙຯのあるものにすること

によͬて文化Ҩ࢈をकり、

ক来ੈ୅に఻͑ていくこと

を໨ඪとする文化Ҩ࢈อޢ

のޮ果的な実ફྫの一ͭ

としてઆ し໌ています。

8第章
執筆　人文学部英米文化学科　准教授　ブシャー ジェレミ

ແܗ文ԽҨ࢈
ᴷ文ԽΛཧղ͠อ͢ޢΔ৽ͨͳऔΓ૊Έᴷ

௕඿ӪࡇࢁɹࢠͲ΋Վ෣ب
ʢެӹஂࡒ๏ਓ௕඿ӪࢁจԽڠձఏڙʣ

ੈքҨ࢈ʮླྀٿԦࠃͷάεΫٴͼؔ࿈Ҩ܈࢈ʯ
ͷ�ͭटཬ৓ਖ਼఼ʢ����೥��݄��೔ɺՐࡂ
ʹΑΓমࣦʣࡱӨ����೥�݄

࢈೦ެԂͷҚྶൾ͔Β๬ΉੈքҨهౡฏ࿨޿
ʮݪരυʔϜʯ

ੈքҨ࢈ʮݫౡਆࣾʯͷ͋Δٶౡͷͱ͋Δ͓౔
͸஫ҙ͕ඞཁʣʹޠ԰͞Μͷ؃൘ʢӳ࢈
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2021年1月25日
15:00 - 16:00

月

場 所：Zoomによるオンライン講義
対 象：大学生・大学院生（予約不要）、一般来聴歓迎（要申し込み）
主 催：北海学園大学人文学部

北海学園大学人文学部
HOKKAI-GAKUEN UNIVERSITY

FACULTY OF HUMANITIES

第
8
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道
観
光

地
域
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NAKAGAWA
TOWN

一歩を踏み出そう。
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野
の
地
方
公
務
員
の
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事
〜

髙橋 直樹氏 Naoki  Takahashi

1979年北海道中川郡美深町生まれ。北海学園大学法学部法律学科卒業後、2003年中川町へ就
職、2008年から町林務担当となる。中川町において「森林文化再生構想」を企画立案しその
実行を通じて町有林経営や林業振興はもちろん、移住政策、ものづくり振興、特産品開発な
どを担う。2010年、北海道の森林林業を研究するNorth　Forest　Meetingを設立し共同代
表に就任。2018年より鹿児島大学の委嘱により文部科学省プロジェクト「専修学校における
中核的森林管理・林業専門技術者養成プログラムの開発・実証事業」の検討委員を務める。

講  

師

第8回第8回第8回第8回

ɹࠓճͷࢣߨͰ͋Δಓ๺・த઒ொ職һͷ∁ڮ௚थ͞Μʹ͸ɺຊ࠲ߨͷୈ�ճʢ����೥�݄ʣͰ΋͝ߨԋ͍ͨ
͖ͩ·ͨ͠ɻ͜ ͷ࠲ߨͷ಺༰Λ報͍ͯ͡ΔʮώϡʔϚϯʯ��߸ʢ����೥�݄ൃߦʣͷࣄه ʮʹۭޫ؍ന஍ଳʯͱ
༿Ͱ͕͢ɺͦݴͷ೉͠͞Λදͨ͠ڵৼޫ؍༿͕ग़͖ͯ·͢ɻݴ͏͍ ͷΑ͏ͳத઒ொʹɺࠓൠͷ৽ܕίϩφ΢Οϧ
εײછ঱ͷੈքతͳྲྀ͕͞ߦΒͳΔ௥͍ଧͪΛ͔͚͍ͯΔ͜ͱ͸૝૾ʹ೉͋͘Γ·ͤΜɻࠓճͷߨԋͰ͸ɺલ
ճߨԋ࣌ͱ͸େ͖͘ҟͳΔঢ়گͷதɺܞʹޫ؍ΘΔߦ੓職һͷཱ৔͔Βݱঢ়Λ͓࿩͍͖ͨͩ·ͨ͠ɻ
ɹҹ৅తͩͬͨͷ͸ɺ౷ܭσʔλ΍Ξϯέʔτͷ݁Ռͱ͍ͬ ʮͨΤϏσϯεʯʹ ঢ়ͱల๬Λ͓࿩͍͍ͨͩͨ఺Ͱ͢ɻͨݱͳ͕Β͖ͮج ͱ
͑͹ɺҬ֎͔Β͓ۚΛՔ͙͕ۀޫ؍த઒ொʹͱͬͯ ॏཁͳۀ࢈Ͱ͋Δ͜ͱΛ֤छ౷ܭσʔλͰࣔͨ͠Γɺߦ੓ͱڠޫ؍ձɺऀۀࣄޫ؍
ͱͷؒͷҙࣝࠩΛऀۀࣄϔͷΞϯέʔτௐ͔ࠪΒ໌Β͔ʹͨ͠ΓͳͲͰ͢ɻ
ɹͨͱ͑զʑ͕ͨ͜͠ݧܦͱͷͳ͍ࣄଶʹؕͬͯ ΋ɺମݧஊ΍ҹ৅࿦ʹऴ࢝͢ΔͷͰ͸ͳ͘ɺ֬ ͔ͳ͍ࠜ࣍ͯͮجʹڌͳΔํࡦΛ͑ߟ
Δɻͦ ͷํ๏͸มΘΒͳ͍ͷͩͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻ

「北海道観光・地域振興特別講座」を
開催しました！

ɹ����೥�݄��೔ʢ݄ʣɺ����೥౓͔Βਓจ学෦Ͱاը͍ͯ͠Δʮ๺ւಓޫ؍・஍Ҭৼ
͠·Ε͞࠵ʯͷୈ�ճ໨͕։࠲ߨಛผڵ ͨɻࠓճͷ࠲ߨͰ͸ɺಓ๺ͷத઒ொ職һͷ∁ڮ௚
थ͞Μʢຊ学0#ʣΛࢣߨʹ͓ট͖͠ɺʮ8JUIίϩφ࣌୅ͷʮޫ؍·ͪͮ Γ͘ʯʙۀ࢈෼໺ͷ
஍ํެ຿һͷࣄ࢓ʙʯͱ୊ͯ͠ΦϯϥΠϯͰ͝ߨԋΛ͍͖ͨͩ·͠ ͨɻ
ɹ·ͣɺத઒ொͷਓޱ΍ߏۀ࢈੒ɺࡁܦঢ়ଶͳͲʹ͍ͭͯ͝ղઆ͍͖ͨͩɺத઒ொʹͱͬͯ
؍ʯͷܕʷ௨աܕॏཁͰ͋Δ͜ͱɺʮൃ஍͕ۀޫ؍ͷதͰ΋ொ֎͔ΒऩӹΛ΋ͨΒ͢ۀ࢈
ޫ͔Βʮண஍ܕʷ଺ܕࡏʯͷޫ؍΁ͱൃ૝ͷసٻ͕׵ΊΒΕ͓ͯΓɺத઒ொΛޫ؍ͷ໨త
஍ʹબΜͰ΋Β͑ΔΑ͏ͳاը・औΓ૊ΈΛ͑ߟΔ͜ͱ͕େ੾Ͱ͋Δ͜ͱͳͲɺத઒ொΛͱ
Γ·͘ޫ؍ͷݱঢ়ʹ͍͓ͭͯ࿩͍͖ͨͩ·͠ ͨɻ
ɹ࣍ʹɺ8JUIίϩφ࣌୅ͷޫ؍ʹ͍ͭͯɺΞϯέʔτௐࠪͷ݁Ռ΋͝঺հ͍͖ͨͩ·
͠ ʢͨ͜ͷΞϯέʔτௐࠪ͸ࠓ೥౓ιʔΰʔҹ࡮ʷத઒ொΠϯλʔϯγοϓͷҰ؀Ͱऔ
Γ૊·Ε͍ͯΔ΋ͷͰ͢ʣɻͦ ͷ݁Ռͷ෼ੳΛ౿·͑ͯɺ࣏ࣗମ・ڠޫ؍ձͱۀࣄޫ؍
ऀͱͷؒʹҙ͕ࣝࠩΈΒΕΔ఺΍ɺޙࠓͷઓུ͸Ͳ͜΋ࣅ௨Δ޲܏ʹ͋Γɺͦ ΕΒͱ͍
͔ʹࠩผԽΛਤ͍͔͕ͬͯ͘ॏཁʹͳΔͱ͍ͬͨݟ௨͕ࣔ͠͞Ε·ͨ͠ɻ
ɹ͝ߨԋதɺߦ੓職һͱ࣮ͯ͠ޮੑͷ͋ΔࡦࢪΛཱҊ͢ΔͨΊʹ͸ΤϏσϯεʢ͔֬ͳ
ʹʣڌࠜ・ڌূ ͱ͍͏͓࿩͕͋Γ·ͨ͠ɻͦͩࣄͱ͕େͮ͘͜ج ͷதͰɺࣾձʹग़͔ͯΒ
΋࿦จΛಡΉ͜ͱͷඞཁੑ΋ޠΒΕ·ͨ͠ɻେ学Ͱͷ学ͼ͕ࣾձʹग़͔ͯΒ΋໾ཱͭ
ͱ͍͏͓࿩ʹ学ੜ΋େ͍ʹײ໏Λड͚ͨͷͰ͸ͳ͍Ͱ͠ΐ͏͔ɻ

日本文化学科　谷端　郷先生からのコメント
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ɹ����೥��݄͔Β໿�Χ݄ؒʹΘͨͬͯιʔΰʔҹ࡮ʷத઒ொʹΑΔΠϯ
λʔϯγοϓ͕࣮͞ࢪΕɺਓจ学෦ͷ学ੜ�໊ʢ౰࣌ɿ೔ຊจԽ学Պ�೥ͷࣥ
Μɺ੝ాঢฏ͞Μɺӳถ͞وౡກٶ༎Ղ͞Μɺླ໦ສ༿͞Μɺ୞௡৺ৎ͞Μɺߦ
จԽ学Պ�೥ͷ஛಺͸Δ͔͞Μɺ�೥ͷ຤Ӭ૘അ͞ΜʣΛ࣮शੜͱͯ͠ड͚ೖΕ
͍͖ͯͨͩ·ͨ͠ɻ͜ͷΠϯλʔϯγοϓ͸ɺຊ学෦ͱιʔΰʔҹࣜג࡮ձ͕ࣾ
����೥ʹ݁Μͩ࿈ڠܞఆʹ͖ͮجɺ����೥౓͔Β࣮͞ࢪΕ͍ͯΔ΋ͷͰ͢ɻ
ɹࠓ೥౓͸ίϩφՒʹΑΓ೥౓ॳΊʹ༧ఆ͍ͯͨ͠಺༰ͷมߋΛ༨ّͳ͘͞Ε
·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺத઒ொ΍ιʔΰʔҹ࡮ͷ୲౰ऀͷ͝ਚྗʹΑΓɺ಺༰Λେ෯
܎ؔߦΕ·ͨ͠ɻ۩ମతʹ͸ɺಓ಺ཱྀ͞ࢪ௚ͯ͠ɺ͢΂ͯΦϯϥΠϯͰ࣮ݟʹ
ऀ΁ͷΞϯέʔτ΍ΠϯλϏϡʔͷ݁ՌɺΦϯϥΠϯϞχλʔπΞʔ΁ͷࢀՃ
ͳͲΛجʹɺXJUI ίϩφ࣌୅ͷπΞʔΨΠυϥΠϯΛࡦఆͨ͠Γɺ৽ͨͳޫ؍
ϝχϡʔΛఏҊͨ͠Γ͠·ͨ͠ɻ੒ՌൃදձͰ͸ɺத઒ொ職һͷ∁͞ڮΜ͔Βɺ
૝Λ͍ײॏཁͳఏҊ͕͋ͬͨͱͷ͍ͨͤ͞ݱ࣮
͖ͨͩ·ͨ͠ɻ

ɹ学ੜ͔Β͸ɺʮ໰୊ղܾͷͨΊʹ࿩͠߹͍ɺ͑ߟΔ͜ͱͰɺΫϦΤΠςΟϒͳൃ૝Λ਎ʹ෇͚Δ͜ͱ
͕Ͱ͖·ͨ͠ʯɺʮࣄ࢓΁ͷϞνϕʔγϣϯ্͕͕ͬͨʯɺʮҰਓͻͱΓɺϑΟʔυόοΫ͕͋Γɺ就׆ʹ
ΒΕ·ͨ͠ɻͤد૝͕ײ੒௕Ͱ͖·͢ʯͱ͍͏͚ͯ޲
ɹ͜ͷΠϯλʔϯγοϓ͸དྷ೥౓Ҏ߱΋ܧଓ༧ఆͰ͢ͷͰɺ஍Ҭੑ׆Խ΍ۀޫ؍քɺߦ੓౳ʹڵຯͷ͋
Δਓจ学෦学ੜ͸ɺͥͻޙࠓͷΠϯλʔϯγοϓ情報Λ֬ೝ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ιーΰー印刷ʷத઒ொ第2回

Πϯλʔϯγοϓ࣮ࢪ報ࠂ

�෦ਓจ学෦ɹ೔ຊจԽ学Պ�೥
ʢࡳຈѴٰߍߴଔۀʣ

وౡçກٶ

　今回のインターンシップでは地域振
興と観光振興を目的に、コロナ対策ガイドラインを策定し、
その中で人を集めることや観光の在り方について考えまし
た。はじめに、官民問わず探り探りのコロナ対策について、
アンケートとインタビューを全てオンラインで行いまし
た。結果の集計後、中川町が商品展開を予定するモニター
ツアーに参加し、商品として展開できるように改善案を提
出しました。最後に、それまでの活動をもとにガイドライ
ンを作成し、発表会を通じて実現可能性を確認しました。
　複数の企業や官公庁にアポイントを自ら取り、アンケー
トやインタビューの実施と集計を行ったことは、今後につ
ながる良い経験になりました。この学びを通して、中川町
や自分が住む札幌市の良さも再発見することが出来まし
た。人数制限やマスクの着用など、常に緊張感をもって過
ごしたこの 1 年ですが、中川町は疲れた心を癒してくれる
豊かな自然やおしゃれな人・モノであふれています。可能
性あふれる中川町での体験は、オンラインであっても目的
意識をもって取り組む学生の成長に大きく寄与すると私は
考えています。

�෦ਓจ学෦ɹӳถจԽ学Պ�೥
ʢ๺ւಓࡳຈ݄ߍߴפଔۀʣ

஛಺ç͸Δ͔

　私にとってこのインターンシップへの挑戦
は、決して容易ではない貴重な体験となった。そして自分を見つ
め直すいい機会になった。
　まず、インターンシップ全般では、段取りをたてる力の重要さ
と、それが自分の弱点だという気づきを得た。期末の授業課題と
インターンの課題に追われ多忙を極めたなか、課題を効率良くか
つ期限内にこなすことに苦戦した。今もなお、努力と工夫を続けて
いる。
　次に、観光業関係者へのインタビューや中川町の髙橋さんの考
え方からも、二つの気づきを得た。一つは、「情報を集める。今後
できることを考える。できることからやってみる」という、前向き
に行動し続ける姿勢の重要さである。自分にはないその姿勢に刺
激を受け、視野を広げてインターンシップの活動を進められた。も
う一つは、根拠に基づいた考え方の重要さである。資料を集めて、
論理的に説得力をもつ考えにまとめる。その結果、意見を伝える
ときや、新事業を始めるとき、そして今ある事業を展開していくと
きに、役に立つ。予算や期間などが決められた中で、効率的に仕
事をする方法だと知った。
　私はこのインターンシップに参加して良かったと思える。もしあ
なたの好奇心が少しでも刺激されたら、ぜひ参加してみてほしい。
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S e m i n a r  N o . 2 9

S e m i n a r  N o . 3 0

日本文化学科

英米文化学科

丸島　歩
ゼミナール
【日本語教育学・　
　　　実験音声学】

渡部　あさみ
ゼミナール

【現代アメリカ文化・文学】

　丸島ゼミ（3年生 1部・2部）では〈やさしい
日本語〉を用いた情報発信をしています。
　〈やさしい日本語〉は1995 年の阪神大震災の
際に、在住外国人が正確な情報を受け取れずに
二次災害を受けたことを反省に作られた、日本
語の一つのスタイルです。易しい語彙や単純な
文法を用いて、様々な人が必要な情報を得られ
るように工夫されています。現在は災害に関す
る情報だけではなく、自治体での生活情報の提
供などにも利用されています。
　このゼミでは生活に必要な情報だけではな
く、より豊かな言語活動を〈やさしい日本語〉で
行う基盤づくりを目指して活動を行っていま
す。2020年度は市立小樽文学館の協力を得て、

北海道にゆかりのある文学者やその作品、関連
する観光スポットなどについて、webサイトや
ブログ、機関誌を通して情報発信を行いました。
目の前にいない読み手を想像し、伝わりやすさ
と語感の両立を考え、互いのテキストについて
議論し合うという学びを通して、ゼミ生たちは
使い慣れた日本語に対して、それぞれに新たな
発見をしたようです。
　機関誌は市立小樽文学館やゼミのwebサイ
ト（https://sites.google.com/view/yasajp/）か
らもご覧いただける予定です。学生達の試行錯
誤のあとを感じて頂けたら幸いです。
　今年度も引き続き〈やさしい日本語〉を通し
た発信活動を、学生達の感性にその方向性を委
ねつつ、進めていきたいと考えています。

　私のゼミは現代アメリカ文化・文学をテーマに
しています。3年生前期は、アメリカ文化の概説
書を読んで発表とディスカッションを行い、比較
文化的視点からアプローチすること、そして批評
的に思考することを学びます。現代アメリカが過
去の歴史的背景や社会状況の上に存在している
ことから、現代の文化現象についても歴史を踏ま
え、その関係から理解することを目指します。
　3年生後期は、全体で一つのテーマに焦点を当
てて、アメリカ文化を検討します。昨年は食文化
の歴史と発展、現状と課題について学び、その
テーマを通して「アメリカ」や「アメリカ人」につ
いて考えました。アメリカの食というと、まずハン
バーガーやピザなどが想像されますが、アメリカ
が多くの移民から成る国であるため、食文化も他
の多くのアメリカの文化現象と同様に多文化的で
あり、人種、ジェンダー、階層、地域などの文化
的差異とアイデンティティの問題が表れることを
確認しました。
　資料については、文学を含めた文献の他、映
画、ドラマ、ドキュメンタリー、音楽などの動画を
紹介し、文化的差異の表象に注目しています。グ
ローバルに急成長をしているNetflixなどの動画
配信サービスのコンテンツからは、現代の価値観

の表象が急
速に変化し
ていることを
感じられま
す。ブラック・
ライブズ・マ
ターや銃利
用などの社
会問題の背景についても、よりリアルに理解でき
ることもあります。
　これらの全体での学習と並行し、各学生が関心
を持つテーマで個人プロジェクトに取り組みま
す。アメリカ文化をキーワードに、学生たちは関心
を共有する仲間と共にグループワークを行い、さ
らに理解を深める活動を行います。自分の興味の
幅を広げながら、卒業研究に向けて先行研究と現
在の動向を踏まえる調査に基づいてテーマを検
討し、具体的な計画を立てていきます。
　アメリカについて学ぶことは、日本や世界を学
ぶことにも通じています。主に戦後の日米関係や
グローバリズムの影響により、日本ではアメリカ文
化の影響が多く見られます。また、価値観が多様
化する現代の日本に生きていく上で、手がかりと
なることが多くあると考えています。
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！
人文学部で

を取る資格
人文学部には資֨取ಘに޲けたॆ実のϓϩάϥϜが
ଗͬています。中学校・高౳学校における英語や国語の
教員、国内֎で日本のݴ༿や文化を఻͑る日本語教師、
ത物館やඒ術館の学ܳ員、本のϓϩである図書館࢘書・
΁の資ۀ書教་など、人文学部ならಌれだͬたあの৬࢘
֨を取ಘできます。

教職 課 程

学芸員 課 程

日本語教員養成課程

図書館学課程

社会教育主事課程

ɹڭ৬՝ఔは、ڭҭ৬һ໔ڐঢ়をऔಘするための՝ఔで、த学ߍɾߴ౳学ߍなどのڭһを
ঢ়をऔಘすることがٛ຿ͮけらΕています。人文学部ではॴڐҭ৬һ໔ڭ、๬する人はࢤ
ఆの୯Ґをमಘすると、த学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ʢޠࠃɾӳޠʣߴ、 ౳学ڭߍ་Ұछ໔ڐঢ়ʢࠃ
。ʣがऔಘՄೳです࢙ɾ஍ཧྺޠɾӳޠ
ɹ໔ڐऔಘにඞཁなՊ໨ɾ࣮शにՃえて、学֎でのΠンλーンγッϓなど࣮ફྗを৳͹す
औり૊みも༻ҙし、ڭһを໨ࢦす学ੜをαϙートします。また、খ学ߍɾಛผࢧԉ学ߍの
、によりܞ๬する学ੜには、੕ᒍେ学との࿈رঢ়のऔಘをڐҭ৬һ໔ڭһになるためのڭ

ओに௨৴ڭҭをར༻して、໔ڐをऔಘすることがՄೳですʢडߨのࡍはผ్डߨྉがൃੜしますʣ。

ɹ学ܳһはത෺ؗ、ඒज़ؗ、ڭҭҕһձ౳のࣾձڭҭؔػにおいて、ത෺ؗࢿྉのऩ ɾूอ؅ɾ
ௐࠪݚ究やී׆ٴಈなどのۀࣄを୲౰するઐ໳త৬һです。ത෺ؗはެཱ、ཱࢲを໰わͣത
෺ؗ๏ୈ �৚によって学ܳһを഑ஔすることがٻめらΕています。֨ࢿऔಘには学ܳһ՝ఔ
でॴఆの୯Ґをमಘすることがඞཁとなり、ଔۀ時にमྃূॻがަ෇さΕます。このަ෇に
よってࠃՈݧࢼをडけることなく、学ܳһとなる֨ࢿをऔಘで͖ます。本学では、ٳ೔など
ར༻してઐ໳஌ࣝや࣮຿ݧܦをॆ࣮させるため、ఏܞઌのത෺ؗ౳でऩूɾอ؅ɾలࣔɾڭ
ҭを学Ϳ࣮शをߦうほか、ݱ໾の学ܳһによるෳ਺のٛߨやߨԋなどのػձもઃけています。

ɹΞδΞ֤ࠃなどで૿えている೔本ޠ学शऀのためにݱ஍でࢦಋで͖る೔本ڭޠһが
һがඞཁとさΕるなڭޠ಺でも೔本ࠃ人のडけೖΕに൐いࠃ֎、めらΕているほかٻ
ど、׆༂の৔が޿がっています。本学では೔本ޠ฼ޠ話ऀにରする೔本ڭޠһのҭ੒
を໨తに、���� ೥にಓ಺େ学ॳの೔本ڭޠһཆ੒՝ఔがઃஔさΕました。本՝ఔの
ΧϦキϡϥϜは、ࣾձɾ文Խɾ஍Ҭ、ޠݴとࣾձ、ޠݴと৺ཧ、ޠݴとڭҭ、ޠݴの
ྖҬからߏ੒さΕており、෯޿い஌ࣝとج本తなڭҭೳྗを਎につけることがで͖ま
す。ւ֎のେ学もしくはࠃ಺の೔本ࣨڭޠで೔本ڭޠҭのݧܦをੵΉ、࣮ફతՊ໨も
ઃஔさΕています。՝ఔमྃऀには、େ学ଔۀ時にमྃূॻがत༩さΕます。

ɹཱެࠃɾཱࢢਤॻؗにおいてઐ໳తなۀ຿をߦう「࢘ॻ」、খ学ߍɾத学ߍɾߴ౳学ߍなどで学ߍ಺のਤॻؗを؅ཧɾӡӦする
を֨ࢿ༂するためにඞཁな׆ॻとして࢘をऔಘするための՝ఔです。ॴఆの୯Ґをमಘすると、ެཱਤॻؗなどで֨ࢿ་のڭॻ࢘
ଔۀとಉ時にऔಘで͖ます。また、ॴఆのՊ໨にՃえてڭҭ৬һ໔ڐঢ়をऔಘすることで、࢘ॻڭ་の֨ࢿをಘることもで͖ます。
ਤॻؗ学を学Ϳことによって、ࢿྉや৘ใࡧݕの஌ࣝを਎につけらΕるため、কདྷのࣄ࢓を࢝めੜ֔に౉って学んでいく্で໾ཱ
つํ๏࿦を஌ることがで͖、৘ใऩूɾ׆༻ྗをߴめることがで͖ます。

ɹ౎ಓ෎ݝやࢢொଜのڭҭҕһձࣄ຿ہ౳に഑ଐさΕ஍Ҭॅຽの学श、文Խ׆ಈ΁のࢧԉをߦうઐ໳৬の֨ࢿをऔಘするための
՝ఔです。ࣾձڭҭにؔするॴఆの୯Ґをमಘするとଔۀ時にࣾձڭҭओࣄ՝ఔのमྃূॻがަ෇さΕ、ࣾձڭҭ࢜ʢཆ੒՝ఔʣ
とশすることがで͖ます。ࣾձڭҭओࣄは౎ಓ෎ݝおよͼࢢொଜのڭҭҕһձࣄ຿ہにඞͣおかなけΕ͹いけないઐ໳తڭҭ৬һ
です。ࣾձڭҭओࣄになるためには࣏ࣗମ৬һとして࠾༻さΕるඞཁがあり、ࣄ࢓には஍Ҭࣾձڭҭܭ画の૯߹తなཱҊから学श
՝୊のઃఆ、ࣾձڭҭ৬һや࣮ફ׆ಈऀ΁のࢦಋɾॿݴ、さらにؔஂ܎ମのࢧԉやҭ੒などがあります。஍Ҭのެຽؗやମҭࢪઃ
ੜ֔学शηンλーなどのࣾձڭҭࢪઃに഑ଐさΕることもあり、෯޿い৔での׆༂が考えらΕます。

2021 年 3 月ଔۀ、日本文化学科ઍ༿गཬさん、
2019年のؖ国・大田大学校での実習のࣸਅ（日本
語教育特別演習の一環の実習）

2021 年 3 月ଔۀ、日本文化学科ઍ༿गཬさん、
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【 講 評 】

〔思想文化〕 夛田 あみさん　日本文化学科　大石和久ゼミ

ʮ຋࿔͢ΔෆՄ஌ͳʮສ年චʯ
ᴷਿࢁହಓʮဦठʯࢼ࿦ᴷʯ

〔言語文化（言語）〕

清平 樹さん　英米文化学科　米坂スザンヌゼミ

l+BQBOFTF�&4-�-FBSOFST��1FSDFQUJPOT�PG�
"NFSJDBO�%JBMFDUTz

〔言語文化（文学）〕

大江 翔太さん　日本文化学科　テレングト・アイトルゼミ

ʮதݪத໵ͷ࡞඼ʹ͓͚ΔಓԽͷද৅ʯ
〔歴史文化〕

近藤 はる菜さん　英米文化学科　大森一輝ゼミ

ʮεϙʔπʹ͓͚Δਓछภݟ
ᴷਓछʹनΘΕͳ͍εϙʔπͷ͋Γํͱ͸ʁᴷʯ

〔環境文化〕

山田 穂乃花さん　日本文化学科　手塚薫ゼミ

ʮਂ઒ాࢁࢢՈΛྫࣄͱ͢ΔุࢀΓͱઌ૆ҙࣝʯ

Graduation work
Contest

卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究卒業研究
コンテスト

2020年度

ɹޙにເ໺࡞ٱという໊でಠࣗのੈքを࡞りग़していくਿࢁが、
文ஃσビϡーҎલにग़൛ࣾのݒ৆にԠืしたখઆ「ဦठ」にண໨
し、そのߏ଄を読みղ͖、ເ໺の࡞඼܈のதにҐஔͮけ௚したҙ
ཉ࡞です。Կよりૉ੖らしいのは、このົحな୳ఁখઆのݬ૝ੑ
をࢦఠし、ޠりʢखʣのੑ֨を໌らかにするࡍの文学ཧ࿦の࢖い
ํ、その੾ΕຯのӶさです。「Ұ本のສ೥ච」が読ऀを࿭わせる
෺ޠ、そΕをどのようにਫ਼ີに読みࠐんでもφンηンεにしかな
らͣ、ಾには౴えなどないことを、こΕҎ্ないほどཧ࿏੔વと
ূ໌したこの࿦文ࣗମが、Ұつのࣄݟなಾղ͖になっています。
ɹそのうえで、この࡞඼にເ໺の୳ఁখઆ؍の本࣭がૣくもݱΕ
ていることをݟൈいたᆽాさんのݚ究は、こΕを୅ද࡞ʰυάϥɾ

Ϛάϥʱのલஈ֊としか
てこなかったこΕまでݟ
のղऍをృりସえる、ಠ
૑తなۀ੷とݴえるで
しΐう。このようなํݟ
がເ໺ϫーϧυશମのଊ
えํをどのように࡮৽するのか、そΕによって、ۙ ୅೔本の文学ɾ
ࣾձあるいは人ؒの、Կが、どう৽しくݟえてくるのか。ޙࠓ、
ᆽాさんだけでなく༷ʑな人たちが、このٞ࿦をҾ͖ൃ͗ܧలさ
せることをָしみにしています。

ɹ人文学部では、ޠݴ文Խɾࢥ૝文Խɾྺ࢙文Խɾڥ؀文
Խの �ྖҬそΕͧΕのڭһがਪનしたதから、ಛに༏लな
ଔݚۀ究を選ग़するଔݚۀ究コンテεトを࣮ࢪしています。
���� ೥౓は、࠷༏ल৆ �本、༏ल৆ �本を選ग़し、その
දজࣜを ���� ೥ �݄ �� ೔ʢਫʣに։࠵しました。ड৆
ऀのօさんのす͹らしいݚ究੒Ռをࢌえます。

優秀賞࠷

優秀賞
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˗日本文化学科

言語文化
ʲ言　語ʳ

˔ :oVUVbeで࢖Θれること͹との෇き߹い方─෼ྨと஀生、そのཁҼ─
˔ 会࿩ίミュχέーγϣンにおけるসいの発生─日ৗ会࿩、ອ࠽のൺֱから͑ݟること─
˔ 国語科におけるݹయ教育のྺ࢙とこれから
˔ ฏ҆࣌୅のଏ信から読みղく৺ҙと文化
˔ 日本における໺ٿ༻語の࡯ߟ� ˔ 深໷ϥジΦとଏ語

言語文化
ʲ文　学ʳ

˔ Ն໨ᕸ石『ここΖ』にͭいて─「,」はなͥࢮんだのか─
˔ ಐ࿩の຋༁表ݱの࣌୅的ม化─໌治期におけるՈ෕௕੍・ྑݡ࠺฼主義を݉Ͷて─
˔「花園のࢥ૝」における݁֩のϩマン化にͭいて

૝文化ࢥ

˔ ౔஖ᥨୀ治આ࿩のม容─౔஖ᥨ੐െと༯ո・౔஖ᥨの஀生─
˔ ෹教とঁੑۀࡑੑঁ─࢙観のߟ࠶─
˔ なͥ日࿇のࢥ૝はݱ୅までӨྗڹを࣋ち続けているのか
˔ のϙέットϞンεターߏڏ
˔ 大ྛએ඙のө画人生とઓ૪
˔『ϩーϦンάΤッάζ』（ө画作඼）

歴࢙文化

˔ 足རক܉Ոとক֐ࡴ܉にͭいて─足ར義ًを中৺に─
˔ ӡܚ作の෹૾をݱ୅のΘれΘれはどうみる΂きか
˔「書きこと͹」の価஋─ઓ຅学ెの日記を୊ࡐに─
˔ すすきののྺ࢙
˔ ૝ߏ本ཾഅの新国Ոࡔ

文化ڥ؀

˔ ආҙࣝとᜥれの関連ੑにͭいてسのࢮ୅日本人のݱ
˔ ֎国人࿑ಇ者の実ଶ・ݱঢ়
˔ ொ֎れの「੟஍」Ԙङಕのڷ౔࢙
˔ 北海ಓ石ङ市඿ӹ஍۠におけるϢϜγ৯「ルッπ」にͭいての研究
˔ アイψと໦ூりの۽─文化ม容のઌにあるもの─

˗英米文化学科

言語文化
ʲ言　語ʳ

˔ 日本人にదした英語学習法
˔ 国際ࣇの฼語ܧঝにͭいて─ඇ英語ݍ฼਌にয点を౰てて─
˔ )oX�4UeSeoUZQeT�"⒎eDU�*OUeSDVlUVSBl�$oNNVOJDBUJoO
˔ )oX�)BT�UIe�5IJSE�,oSeBO�WBWe�*NQBDUeE�UIe�:oVOH�(eOeSBUJoO�oG�+BQBOeTe�1eoQle 
˔ ""V&�JO�)JQ�)oQ
˔ %J⒎eSeODeT�JO�)VNBO�5SBOTlBUJoO�BOE�.BDIJOe�5SBOTlBUJoO

言語文化
ʲ文　学ʳ

˔ 物語のมભを読みղく─19َ݂ٵ ─ө画までَ݂ٵ୅ݱ小આからَ݂ٵلੈ
˔ ジϣージ・Φー΢Σルの『動物೶৔』はなͥ主໾が動物なのか
˔ '$όルηϩφとϦΦネル・メッγ─メッγґଘの正体─
˔ アメϦカにおける文化流༻ʗ౪༻（$VlUVSBl�"QQSoQSJBUJoO）にͭいて
˔ .$6ヒーϩーө画の社会的ҙ義

૝文化ࢥ
˔ り方ࡏイΪϦεにおけるίーヒーϋ΢εからみる٤஡ళのل17ੈ
˔ϑϥのมભにͭいて
˔ ૿Ճする଺日ϜεϦϜと஍Ҭ社会におけるରԠにͭいて

歴࢙文化

˔ ҧ法ༀ物࢖༻者とのڞଘ社会実ݱのために─ࢲたちが஌る΂きࣄ実─
˔ ଟ༷なੑと޲き߹ てͬいくためには─日本と海֎のੑ教育をൺֱして─
˔ 第一次ੈք大ઓのϑϥンε܉ฌ࢜と市ຽ
˔ 中ੈ後期ϤーϩッύにおけるຐঁङりのݪҼ
˔ ηーϥー෰のมભ
˔ イΪϦεにおけるౕྴ๵қഇࢭӡ動─΢ΟルόーϑΥーεの活動を通して─

文化ڥ؀

˔ ϑΟϦϐンにおける観ޫとශࠔ
˔ ീॏ山の৯のม化と๛年ࡇ
˔ "*の実༻ੑとະ来のม化─εϙーπք΁もたらす༷ʑなม化─
˔ デジタル࣌୅におけるߪങ─ߪങのଟ༷化によるม化とల๬─
˔ $0V*%�19 ରࡦ୆࿷Ϟデルの༗ޮੑと日本での活༻のݕ౼─メタデータとϓϥイόγー─

■　2020年度�ଔڀݚۀ୊໨Ұཡ（Ұ部）　■
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ϩγΞޠͱཹֶͷ͓࿩
ਓจֶ෦೔ຊจԽֶՊɹڭतɹ޹�٢ాࣉ

　ロシア語は子供の頃から馴染みがあった。シベリア抑留経験
者の父親が時おり奇妙な言葉を口にしていた。大学進学前は、ロ
シア語を専門にしようとは思っていなかった。ただどこの大学に
入っても第2外国語はロシア語を選ぼうと思っていた。しかし、結
局のところ、大阪外国語大学（現大阪大学外国語学部）で専門と
して勉強することになった。
　入学当時はソ連邦があった。鉄のカーテンの時代だった。入学
後1か月程過ぎた時だった。レニングラード大学（現サンクトペテ
ルブルグ大学）からの交換教授のレーチキン先生が授業に現れ
なかった。その日の夕刊の第一面に「亡命」という大きな文字が
あった。レニングラード大学からの教授派遣は途絶えた。その事
件から数年が経ち、教授派遣が再開された。その後まもなく大
阪外国語大からレニングラード大学ヘの学生交換の話が持ち
上がった。ソ連留学の機会が皆無に等しい時代だったので、か
なり沸き立った。また事件が起こった。ベレンコ中尉が操縦する
MiG-25 が函館空港に着陸した。彼もアメリカへ亡命した。日ソ
関係悪化のため、外大からのソ連留学の話は消えた。
　アメリカや日本等がボイコットしたモスクワ・オリンピック開催
の数か月前に大学院を終えた。数年後、ペレストロイカが始まっ
た。様 な々ルートでのソ連留学が可能となった。国費でのソ連留
学も可能になった。残念ながら応募資格年齢が数か月過ぎてい
た。実際に留学できたのは、1990年9月からの約5か月間だった。
その頃、大学の非常勤講師（大阪外国語大学、中京大学等）、予
備校講師（河合塾等）等に加え、小さな予備校を経営しており、
休みなく働いていた。仕事の全てを数人の知り合いに託しての
出発だった。日本を発つ直前まで引継ぎの電話をしていた。
　現地到着後、義務的な仕事がない、自由すぎる。だが、留学地
のモスクワは、ソ連崩壊直前の渾沌と混乱の中にあった。留学先

のプーシキン大学では、世界
各地の方 と々の交流を持った。
その交流は今も続いている。
　帰国後 1年足らずでソ連邦
が崩壊した。1991年のソ連は
注目されていた。北海学園大
学を含め、ロシア語教員のポ
ストが幾つかの大学で出現し
た。

　1992 年、北海学園大学で
教え始めた頃は、新生ロシア
に関心のある学生が少なから
ずいた。学生の留学先開拓の
ため訪露した。モスクワの寮で
同室だったユーリィさんの勤
務校ヴラヂーミル大学で受入
許可を得た。そして、1994 年
の夏休みに 14 名の参加者を
得て、ヴラヂーミル大学での初めての研修が行われた。当時は、
ソ連崩壊後の混乱が続いていたが、全員生きて帰国できた。
　その後 20 回ほどロシアや中欧・東欧諸国へ学生引率をして
きた。留学は、現地の言語や文化を学ぶだけでなく、遠く離れた
場所から日本を客観的に捉え、さらに、家族のこと、友人のこと、
自分のことを考え直す機会でもある。若い頃の留学は人を成長
させる。
　しかし、最近のイ
ンターネットの普及
により、世界のどこ
にいても、日本にお
ける日常が自分の
傍についてくる。留
学の意味が変わり
つつあるのを感じ
る。

1990年に知り合った方 と々一緒に

今は亡きユーリィさんと一緒に（2005年8月撮影）

シベリア鉄道の列車
がヴラヂーミルを走る

（ヴラヂーミル駅を過
ぎると、終着地モスク

ワに到着）

丘の上にウスペンス
キィ大聖堂〈世界文化

遺産〉

日本文化フェスティバルに最後まで残ってくださった方 と々一緒に（2015年9月）
（日本文化フェスティバルは、2015年以降4回、ヴラヂーミル大学で実施している）

人文学部の
　先生紹介

　人文学部の先生たちはさまざまな分野を専門とし、研
究と教育を行っています。このコーナーでは、人文学部の
先生を紹介します。
　今回は寺田吉孝先生にロシア語と留学について、学生
時代からこれまでのご経験をお話ししていただきました。

Essay
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　「ゼミ紹介」欄でご紹介した日本文化学科の丸島歩ゼミが、機関
誌『紐帯』の創刊号を2021年 4月に発行しました。「〈やさしい
日本語〉で小樽の文学を探そう！」をテーマに、小樽ゆかりの文
学者の紹介、活動を通して日本語の奥深さを実感したゼミ生たち
の声など、盛りだくさんの内容です。今後、小樽市立小樽文学館
やゼミのWebページで公開することも計画しています。

　本学の岡田一祐講師の著書『ネット文化資源の読み
方・作り方─図書館・自治体・研究者必携ガイド─』
が、デジタルアーカイブ学会の「第2回学会賞学術賞
（著書）」を受賞しました。デジタル人文学に関するメー
ルマガジン『人文情報学月報』での連載（2015年 4
月～ 2018 年 12 月）をまとめた本です。デジタル
アーカイブに関する技術や方法論、取り組みなどを幅
広く取り上げたことで、文化資源とデジタルアーカイ
ブを取り巻く環境を俯瞰することを可能にしている点
が評価されました。

裏表紙

表紙

　2021 年 3月に『北海学園大学人文論集』第 70号と『年
報新人文学』第17号を発行しました。
　前者は、学部教員の日頃の研究活動の内容を報告する刊行
物です。1993年の学部発足以来、その理念である「新人文
主義」を発信し続けています。
　後者は、大学院文学研究科が発行する学術誌です。人文学
に関する論文・研究ノート・書評を広く募り、編集委員会に
よる査読を経て、掲載しています。
　研究の成果を社会に還元するという観点から、今後も積極
的な情報発信を続けていきます。

デジタルアーカイブとは、文学
や歴史、伝統文化などをはじめ
とした遺産についての資料を、
未来にむけて、デジタル資料と
して保存していく取り組みで
す。単に守り伝えるのみなら
ず、これまで見逃されてきた資料を残す興味深い動きも
あります。ぜひインターネットで調べてみてください。

受賞のコメント

  研究の成果を社会に  研究の成果を社会に

裏表紙

表紙表紙

  丸島歩ゼミが機関誌
『紐帯』創刊号を発行しました
  丸島歩ゼミが機関誌
『紐帯』創刊号を発行しました

  岡田一祐講師が
「デジタルアーカイブ学会第2回学会賞」を受賞しました
  岡田一祐講師が
「デジタルアーカイブ学会第2回学会賞」を受賞しました
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業種 企業／団体名
サービス業 ALSOK北海道／カナモト／スタジオアリス／JTBビジネスネットワーク／ベネッセスタイルケア／新千歳空港ターミナルビルディング／綜合警備保障／自動車事故対策機構／

日本郵便／北海道エアポート
医療・福祉業 北海道勤労者医療協会／厚生協会／健康倶楽部／戸田中央医科グループ／心優会／勤医協福祉会／ノテ福祉会／労働者健康安全機構
飲食業 アレフ／はなまる／日清医療食品／あきんどスシロー／安楽亭／日本レストランシステム
運輸業 ANA新千歳空港／ANA成田エアポートサービス／AIRDO／JALスカイ札幌／全日本空輸／日本通運／北海道旅客鉄道／JR東日本サービスクリエーション
卸売業 北海道クボタ／丸水札幌中央水産／札幌トヨペット／資生堂ジャパン／富士ゼロックス北海道／北海道スバル／北海道酒類販売／北海道味の素／

マークジェイコブスジャパン／日本キャタピラー
教育・学習支援業 北海学園／札幌進学プラザ／練成会／さっぽろ青少年女性活動協会／ベネッセコーポレーション／正興産業
金融・保険業 あいおいニッセイ同和損害保険／ソニー損害保険／北海道銀行／北洋銀行／第一生命ホールディングス／渡島信用金庫／北海道信用金庫／日高信用金庫
建設業 三機工業／三和シヤッター工業／不二建設／北海道建設サービス／コスモ建設／ヨシオカ商事／山崎建設工業
宿泊・旅行業 JTB北海道／エイチ・アイ・エス／近畿日本ツーリスト北海道／知床グランドホテル／鶴雅リゾート／東武トップツアーズ／名鉄観光サービス／野口観光／

ザ・ウィンザー・ホテルズ　インターナショナル
小売業 DCMホーマック／イオン北海道／ウォルマート・ジャパン・ホールディングス／セイコーリテールサービス／アインホールディングス／セブン-イレブン・ジャパン／

ツルハ／ホーマックニコット／ホクレン商事／ローソン／札幌丸井三越／東急百貨店／生活協同組合コープさっぽろ
情報・通信業 エイチ・テー・ビー映像／コンピューターサイエンス／JTB札幌ビジネスセンター／エヌ・ティ・ティ・データ北海道／ジャパンテクニカルソフトウェア／ソフトコム／

共栄システムズ／大塚商会／北海道建設新聞社／日本放送協会
製造業 アイワード／きのとや／コーセー／ノベルズ／総合商研／北海道コンクリート工業／六花亭製菓
不動産業 エムエムエスマンションマネージメントサービス／スウェーデンハウス／共立メンテナンス／三光不動産／常口アトム／札幌駅総合開発／住友不動産販売／

北海道セキスイハイム／Joyful Investment
複合サービス業 いわみざわ農業協同組合／きたみらい農業協同組合／とまこまい広域農業協同組合／ホクレン農業協同組合連合会

［2021年3月までの集計結果］就職・進学情報

制作・印刷：㈱アイワード　PD：馬場康広［㈱アイワード　2000年人文学部日本文化学科卒］

文 化 を 学 ぶ 世 界 と 繋 が る

日本文化学科（1 部・2 部）／英米文化学科（1 部・2 部）

〒062-8605  札幌市豊平区旭町 4 丁目 1 番 40 号  TEL.011-841-1161（代表）  FAX.011-824-7729 URL https://human.hgu.jp/

人文学部

就職・進学情報

制作・印刷：㈱アイワード　PD：馬場康広［㈱アイワード　2000年人文学部日本文化学科卒］

■　資 格 取 得 状 況　■　 【修了者人数】
2018年度 2019年度 2020年度

日 本 語 教 員 養 成 課 程 25 31 42
図 書 館 学 課 程（ 司 書 ） 19 18 27
図書館学課 程（司書教諭） 5 2 4

教職課程（中学・高校国語） 17
※内1名は高校のみ

22
※内 3名は高校のみ 17

教職課程（中学・高校英語） 14
※内1名は高校のみ

14
※高校のみ0名

12
※内1名は高校のみ

教 職 課 程（ 高 校 地 歴 ） 7
※日文 7

4
※日文 4 11

学 芸 員 課 程 10 8 16
社 会 教 育 主 事 課 程 1 3 0

■　留 学 状 況　■
1部　日本文化 1部　英米文化 2部　日本文化 2部　英米文化 カ
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計
（人）学年年度 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

2018 8 15 5 1 3 4 5 30 3 1 1 1 4 1 41

2019 4 12 17 13 2 4 4 2 3 28 13 5 1 1 3 1 1 8 61

2020 1 1 5 1 1 1 2 2 3 1 1 1 10
※次の留学を経験した学生を算出しています。
・英米文化特別演習　・国際文化特別演習　・日本語教育特別演習　・協定校留学　・協定校ではないが、国際交流委員会経由の留学　・休学期間中の留学　・その他

2021年 2月発行の『ヒューマン』Vol.16 に誤りがありました。
下記の通り訂正し、関係各位にお詫び申し上げます。
7ページ、石山　春花さんの所属
（誤）英米文化学科1部 → （正）英米文化学科2部

2018～2020年度 卒業生内定先・公務員登録先（人文学部1部および2部）※順不同。誌面の関係上各業種一部のみ掲載しています。

2018～2020年度 教員採用状況

公務員名称

乙部町役場（檜山町村会）／芽室町役場（十勝町村会）／岩見沢市役所／倶知安町役場（後志町村会）／釧路市役所／警視庁警察官／江差町役場（檜山町村会）／江別市役所／国家公務員一般職（厚
生労働省、国土交通省、財務省、農林水産省、法務省）／国税専門官／国立大学法人　北海道大学／根室市役所／財務専門官／札幌市消防／札幌市役所（一般事務、学校事務）／三笠市役所／枝幸町
役場（宗谷町村会）／自衛隊一般曹候補生／小樽市役所／松前町役場（渡島町村会）／千歳市役所／北海道警察／北海道職員（一般行政、教育行政、警察行政、上級）／夕張市役所／利尻町役場（宗
谷町村会）／陸上自衛隊／西興部村役場（オホーツク町村会）／せたな町役場（檜山町村会）／防衛省航空自衛隊／上士幌町役場（十勝町村会）

2018～2020年度　進学先情報

2020年度
立命館大学大学院文学研究科
北海学園大学大学院文学研究科

2019年度
北海学園大学大学院文学研究科
北海道教育大学札幌校大学院

北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院
オーストラリア（大学院）

2018年度

教員 科目 合格者数
※(　 )内は臨時（期限付）

公立学校
国語

中学 4（1）

12（5）
高校 4（2）

英語
中学 2（1）
高校 2（1）

私立学校
国語 中学 2（1）

3（2）
英語 高校 1（1）

2020年度

教員 科目 合格者数
※(　 )内は臨時（期限付）

公立学校
国語

中学 2（4）

7（9）
高校 2（1）

英語
中学 1（1）
高校 2（3）

私立学校
国語 高校 0（1）

2（2）英語 高校 2（0）
地歴 高校 0（1）

2019年度

教員 科目 合格者数
※(　 )内は臨時（期限付）

公立学校
国語

中学 2（3）
6（5）高校 2（1）

英語 高校 2（1）

私立学校
国語 中学 0（1）

1（1）
英語 高校 1（0）

※現役卒業生のみ

2018年度
北海学園大学大学院文学研究科

表紙キャッチコピー：アナグラム：北海学園大学→ほつかいがくえんだいがく→
いだくほんがえがくいつか→抱く本が描く “ いつか ”
※「アナグラム」は、言葉の綴りの順番を変えて、別の語や文を作る遊び。

人文学部日本文化学科4年　片山恵美さん
このようなキャッチコピーを考えましたが、本を読みなさいというわけではありません。
「どんな人になりたいかを考えてほしい」というお話です。映画にも、テレビにも、ネッ
トにも、ヒントは無限にあります。その時の気持ちや考えを追究するのが人文学部です。
だから、悩んで、迷って、選んでください。あなたが描く“いつか ”を叶えるために。
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